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１．河南民族博物館と甲骨片

河南民族博物館は、中華民国時代の16年（1927年）

に河南省教育庁によって企画され、翌年17年５月に設立

された機関である。19年（1930年）11月に河南古物保

存委員会に併入され、河南博物院と改称された。「民族

博物院」と称されたのは、２年７ヶ月ほどのわずかの期

間であったが、この博物館の存在を近年まで知ることは

なかった。

2000年冬の訪中時に、甲骨片の拓本120葉を入手、そ

の何片かに「河南民族博物館蔵」と収蔵印が押されてい

たことがきっかけになった。

この拓本を調査するにつれ、資料の性格が明らかにな

ってきたが、一番の特徴は、これらの一群の資料が、

『甲骨文合集』などのどの著録にもすべてを収録してい

ないという点にある。

甲骨片は、今から100年ほど前から発掘されているが、

初期の資料はともかく、科学的発掘を経ているものが多

い。旧河南民族博物館所蔵の甲骨片は、この博物館の院

長であった何日章が中心となって発掘を行っている。

1929年10月21日に発掘を開始し、その後1930年４月ま

でに２度発掘を実施。発掘品が中央に運ばれず、河南省

の博物館に収蔵されるようになったのは、河南省の関係

者による発掘であったためと想像できる。

その後、他の収蔵者の協力も経て、収集した拓本資料

は595片となったが、これらには一つの甲骨から何枚か

採拓された重複資料も含まれており、整理が必要であっ

た。また、この甲骨片自体がどこにあるのか、全くわか

らない状態であった。

２．台湾国立歴史博物館と甲骨片

ところが、この甲骨片の所在を追っていくうちに、台

湾に現存するという情報が得られた。収蔵機関は「国立

歴史博物館」である。この機関では「河南省運台古物」

と呼び、青銅器や陶器なども収蔵されていることがわか

った。大陸の中央部にあった出土品がなぜ台湾に移動し

ていたのかを詳細に論じる紙面的余裕はないが、中華民

国から中華人民共和国に変わった1949年（正確には中華

人民共和国成立直後の11月）に、重慶にあった河南の古

物が台湾に運ばれ、1956年に国立歴史美術館（国立歴史

博物館の前身）が作られ、そこにこれらが収蔵されるよ

うになったようである。

現在も、この博物館に収蔵されていることが確認され

ているが、整理中との理由で、関係者以外の閲覧が厳し

く制限されており、現在のところ、甲骨片を実見できて

いない。

この甲骨片の所在を確認できるようになったのは、河

南省運台古物監護委員会が出版した『河南省運台古物図

録』（1999年）『河南省運台古物　甲骨文専集』（2001年）

の二書である。この二書は、出版物といっても、私家本

的な性格が強く、出版の当初は日本国内で流通・販売は

されていなかったようである。

３．『殷墟文字存真』と『甲骨文録』

『殷墟文字存真』は、河南民族博物館の建設にも関わ

った、関百益という人物により編纂された拓本集である。

この初集の表紙には「開封関百益選拓、開封許敬参考釈、

民国21年初版」とあり、中華民国20年（1931年）に出

版されたことがわかる。値段は50元と極めて高価な資料

集である。その後一～五集と八集が出版されたが、途中

の六・七集は資金的な問題で出版されなかったようであ

る。当初の計画では、１集に100片を収録し、全部で

800片を収める予定であった。本調査録にはその出版さ

れていない部分も含めることができたが、その資料は、

河南省文物考古研究所が収蔵している未完本であり、東
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大名誉教授の松丸道雄氏より提供していただいた資料で

ある。

なお、この書にあわせて『殷墟文字存真第一集考釈』

が出版されている。奥付には、著者・印刷者・販売者の

記録の他に、「特一・特二」の記述がある。

特一には「殷墟文字存真原拓本第一集は既に発行済み。

第二集・第三集の両書は既に出版され、定価は50元。速

やかに購入してください。」との記述、特二には「本書

第二集考釈は既に脱稿し、現在製本中。出版近し。」と

記述されている。第二集・三集には奥付がないために、

はっきりしなかったが、この考釈の出版が民国22年６月

（1933年）であることを考えるに、３集までは順調に出

版されていたことが確認できる。

次に孫海波『甲骨文録』であるが、甲骨片が重慶に移

送されてからの1938年に作成されている。この序文には、

甲骨片全体（3600片）の内から重要な資料930片を選択

したとある。

４．採拓の状況

日本にある拓本資料は、元々は河南博物院にあったが、

50年ほどの間に流通するようになったようである。購入

前の所蔵者の氏名などは明らかでないが、工作員の所蔵

という情報を得ている。ただ、どのような工作員である

のかははっきりしない。

先に指摘したように、拓本には「河南民族博物院蔵」

の収蔵印が押印しているものがある他、採拓した画仙紙

を裏打ちし、骨の形に切り取ったものもある。これらは、

前節で挙げた『殷墟文字存真』（以下『存真』と略す）

を作成するために採択した可能性が高い。後者の裏打ち

した拓本がその証拠となるが、『存真』は、日本・中

国・台湾の三国にそれぞれ数カ所保存されているが、そ

れらは原拓集であり、拓本を裏打ちした後に厚紙に貼り

付けている。原本を中国国家博物館で実見したが、採拓

に使用した画仙紙は手元にある拓本と変わらないと思わ

れる。

また、収蔵印が押されている拓本は、『存真』を作成

した残りを販売した可能性がある。河南民族博物館の館

長でもあった関氏が、資金的に行き詰まっている様子が

記録されている（『河南博物館々刊』第七・八合刊）。そ

の資金を捻出するために、残部資料を販売したのではな

いかと考えている。

５．比較表の意味

この甲骨を発掘したのは、1929～30年であったこと

が明らかになっているが、この甲骨片に関わる著録は、

すべてを網羅しているものではなく、完全ではない。し

かし、入手した資料中でも、上記著録に収録されていな

いものがあり、比較整理を行っておくことは、後の公開

に先立つ重要な準備作業であると考えている。以下の表

は、数字の羅列であるが、拓本に手書きされたメモも含

まれていて、当時の博物館の陳列状況を推察する意味で

も興味深い。例えば、「229～235番」の７片の拓本は、

一つの包み紙にくるまれていたが、「５号陳列室7片」と

メモされていた。河南民族博物院あるいは河南博物院に

は、５号陳列室があったことが予想できる。

河南民族博物院旧蔵の甲骨片とその出版の顛末に関し

ては、前掲の『河南博物館々刊』第七・第八合刊に、何

日章の数代後に博物館館長を引き継いだ者の苦悩とも思

える文書（公牘）が記録されている。このことは直接に

は関連しないのでこれ以上記述しないが、当時の出版と

博物館の金銭事情を知る上で有力な手がかりとなるであ

ろう。

［凡例］

１．調査表作成にあたって使用した資料は、以下の通り。

①日本所在拓本（東賢司等蔵）

②河南省運台古物監護委員会『河南省運台古物甲骨専

集』（2001年７月）（略称『運台』）

③関百益『殷墟文字存真』（1931年～1937年）（略称

『存真』）

④孫海波『甲骨文録』（1938年11月）（略称『文録』）

２．表中の番号については、以下のルールで記述した。

①拓本資料については、通し番号を付しそれを一覧に

した。

②『運台』に関しては、著録中に付される番号を記録

した。表中に「無編号」とあるのも、そのまま記録

した。

③『存真』に関しては、１集～８集に100葉ずつ収め

られている（但し第６集は101葉）。例えば、「１．

１」とは、第１集第１葉のことである。

④『文録』に関しては、著録中に付される番号を記録

した。

⑤備考欄は、原拓資料に書き込まれたメモ（鉛筆書き）

を記入した。
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※この研究は、基盤研究（B）海外学術調査「台湾で新

発見された甲骨片の謎」（課題番号：16401013）の成

果の一部である。
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